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第 44 号 

　

新
年
を
迎
え
同

窓
生
の
皆
様
、
お

め
で
と
う
御
座
い

ま
す
。
本
年
の
干

支
が
午
年
、
颯
爽

と
草
原
を
走
る
馬
を
連
想
し
、
会
員
皆
様
の
活
躍

さ
れ
て
い
る
姿
と
重
な
り
、
良
き
一
年
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「
１
３
０
周
年
記
念
合
同
教
育
棟
の
役
割
」

　

１
３
０
周
年
記
念
棟
の
完
成
間
近
と
な
り
、
当

分
は
中
央
線
か
ら
目
立
つ
七
階
建
て
の
高
い
建
物

と
し
て
、
乗
客
の
目
を
引
く
こ
と
に
な
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
に
合
併
し
た
当
初
、

予
科
と
い
わ
れ
た
教
養
課
程
が
あ
り
、
専
門
課
程

か
ら
日
本
医
科
大
学
あ
る
い
は
日
本
獣
医
畜
産
大

学
に
進
学
を
辿
る
時
代
が
あ
り
、
武
蔵
境
校
舎
で

机
を
共
に
過
ご
さ
れ
た
先
輩
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

当
時
の
社
会
環
境
、
経
済
状
況
な
ど
現
在
と
比
べ

　
　

新
年
の
ご
挨
拶

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長

　

中　

條　

眞
二
郎

よ
う
も
な
い
ほ
ど
、
全
く
異
な
っ
た
状
況
で
の
共

学
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
時
の

両
過
程
の
学
生
生
活
な
ど
、
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
、
知
る
由
し
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
獣
医
生

命
科
学
大
学
の
学
生
と
日
本
医
科
大
学
の
学
生

が
、
約
半
世
紀
を
経
て
再
び
今
春
四
月
か
ら
本
棟

で
共
に
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
母
校
は
、
近

年
三
学
科
と
獣
医
学
部
に
併
設
し
た
獣
医
保
健
看

護
学
科
の
新
設
と
学
内
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
大
学
が
同
一
校
舎
で
運
営
す
る
試
み
は
余
り
聞

き
ま
せ
ん
が
、
友
好
と
協
調
が
図
ら
れ
両
大
学
に

と
っ
て
研
究
・
教
育
の
上
で
知
識
人
の
知
恵
を
絞

り
、
相
乗
効
果
が
あ
が
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま

せ
ん
。

　

新
校
舎
に
な
っ
て
期
待
さ
れ
る
の
は
、
応
用
生

命
科
学
部
の
動
物
科
学
科
、
食
品
科
学
科
が
同
一

の
建
物
内
に
収
ま
り
、
両
学
科
の
学
生
と
教
員
の

交
流
が
図
ら
れ
る
環
境
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
一

層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
学
生
の
福
利
厚
生
施
設
の
新
設
」

　

合
同
教
育
棟
地
下
に
、
道
場
を
含
む
室
内
の
厚

生
施
設
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
武
道
場
の
新
設
は
、

Ｏ
Ｂ
会
に
と
っ
て
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
文
武
両
道
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
柔
道

部
・
空
手
部
・
剣
道
部
が
新
し
い
道
場
が
で
き
た

こ
と
で
活
躍
が
楽
し
み
で
す
が
、
道
場
開
き
を
Ｏ

Ｂ
会
で
行
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
室

内
競
技
の
卓
球
場
と
ダ
ン
ス
を
行
え
る
施
設
も
で

き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
新
し
い
室
内
の
ク
ラ
ブ
活

動
も
盛
ん
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
同
窓
会
館
設
置
」

　

念
願
の
同
窓
会
館
設
置
は
、
合
同
教
育
棟
内
に

現
在
の
事
務
部
が
本
館
か
ら
移
転
し
ま
す
。
移
転

後
の
本
館
の
活
用
は
、
学
内
の
委
員
会
で
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
同
窓
会
に
同
窓

会
館
と
し
て
相
応
し
い
部
屋
の
貸
与
の
要
望
を
関

係
者
に
働
き
か
け
て
お
り
ま
す
。
要
望
内
容
は
、

同
窓
会
事
務
所
、
関
係
資
料
を
保
管
す
る
場
所
、

同
窓
生
が
来
校
し
た
と
き
の
応
接
室
な
ど
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
「　

周
年
記
念
会
誌
」

１３０

　

創
立　

周
年
記
念
特
集
号
が
皆
様
の
お
手
元
に

１３０

届
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
特
集
号
は
、
寺
田

厚
、
吉
田
孝
治
両
理
事
の
多
大
な
労
力
に
よ
っ
て

成
し
遂
げ
ら
れ
た
冊
子
で
す
。
会
誌
と
し
て
は
、

第
二
十
九
号
で
す
が
過
去
の
本
会
会
誌
配
布
は
、

同
窓
会
の
財
政
上
会
費
納
入
者
だ
け
に
し
か
配
布

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な

事
情
か
ら
会
誌
を
持
っ
て
い
る
方
は
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
記
念
誌
は
同
窓
会

と
母
校
の
歴
史
を
短
編
的
に
一
読
し
て
貰
え
る
よ

う
な
内
容
と
し
ま
し
た
。
会
員
に
同
窓
意
識
を
持

っ
て
頂
く
こ
と
も
同
窓
会
活
動
と
し
て
大
事
な
の

で
、
名
簿
の
配
布
同
様
に
住
所
の
確
認
さ
れ
る

方
々
一
万
余
名
に
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
改
め

て
歴
史
を
追
っ
て
み
ま
す
と
母
校
と
共
に
同
窓
会

も
決
し
て
安
穏
の
歴
史
を
辿
っ
て
は
い
な
か
っ
た

こ
と
が
伺
え
ま
す
。当
二
十
九
号
は
、全
巻
を
ま
と

め
た
様
な
冊
子
で
、
卒
業
生
も
在
学
生
も
本
冊
子

か
ら　

年
の
歩
み
を
分
か
っ
て
頂
け
る
と
思
い
ま

１３０

す
。
新
入
生
に
配
布
し
同
窓
会
と
母
校
の
歴
史
の

啓
蒙
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
記
念
会
誌

編
集
に
携
わ
っ
た
方
々
の
努
力
を
斟
酌
下
さ
り
、

大
事
に
保
管
し
て
頂
け
れ
ば
有
り
難
い
こ
と
で
す
。

　
「
会
則
改
正
に
つ
い
て
」

　

二
学
部
四
学
科
の
同
窓
会
の
あ
り
方
を
こ
の
十

年
以
上
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。
四
学
科
に
共
通

す
る
会
則
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
主
眼
と
し
て
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
現
実
は
、
会
費
納
入
者

の
割
合
を
無
視
出
来
な
い
等
の
事
情
も
あ
り
ま
す

の
で
、
諸
々
の
事
情
を
加
味
し
て
会
則
改
正
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
則
改
正
も
大
切
で
す
が
、
昭
和
四
十
二
年
に

食
品
工
学
科
設
置
。
昭
和
四
十
三
年
に
畜
産
経
営

学
科
の
再
開
と
五
十
周
年
記
念
行
事
を
行
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各
学
科
の
同
窓
生
が
一
同

に
会
す
る
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
学
内
の
両

学
科
の
先
生
方
の
意
見
も
聞
き
開
催
の
準
備
を
進

め
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
開
催
す
る
な
ら

賑
や
か
な
会
に
な
る
こ
と
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
紫
雲
の
時
」

　

１
３
０
周
年
を
記
念
し
て
同
窓
会
か
ら
寄
贈
し

た
時
計
に
池
本
学
長
が
標
記
名
を
付
け
て
下
さ

り
、
Ｄ
棟
四
階
部
に
設
置
、
未
来
を
刻
む
時
計
に

な
り
ま
す
。
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平
成　

年
７
月　

日
（
土
）、
午
後　

時　

分

２５

２７

１２

３０

よ
り
母
校
Ｂ
棟
５
階
第
５
１
２
講
義
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

　

司
会
は
常
務
理
事
の
吉
田
孝
治
氏
が
努
め
、
開

会
に
先
立
ち
昨
年
度
ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
へ
黙
祷

が
な
さ
れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
池
本
卯
典
学
長
、
学
校
法
人
日
本

医
科
大
学
佐
藤
雄
三
理
事
の
２
名
、
顧
問
の
鈴
木

昭
氏
、
常
務
理
事　

名
、
理
事　

名
、
監
事
３

１２

１７

名
、
代
議
員　

名
（
登
録
代
議
員　

名
）
お
よ
び

６１

６４

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
５
名
が
参
加
し
た
。

中
條
会
長
挨
拶

　

大
学
も
年
々
変
わ
り
、
来
年
度
の
代
議
員
会
は

新
棟
で
行
い
ま
す
。
学
校
経
営
も
時
代
と
共
に
変

化
し
、
平
成　

年
の
４
月
か
ら
日
医
大
の
基
礎
科

２６

学
課
程
学
生
も
一
緒
に
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
勉
強

し
ま
す
。

　

本
会
の
構
成
会
員
が
４
学
科
の
卒
業
生
と
多
様

化
し
て
い
る
状
況
で
、
会
則
改
正
を
来
年
度
の
代

議
員
会
で
審
議
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
卒
業
生

の
半
数
以
上
が
女
性
で
あ
る
現
状
か
ら
、
女
性
代

議
員
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

１
３
０
周
年
事
業
の
建
物
は
、
地
下
に
武
道
館

等
の
学
生
の
福
利
厚
生
が
整
い
ま
す
。
し
か
し
、

グ
ラ
ン
ド
が
な
く
な
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ク
ラ
ブ

は
廃
部
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
田

無
に
運
動
場
を
作
る
た
め
体
育
会
出
身
の
方
々
に

発
起
人
に
な
っ
て
頂
き
、
積
極
的
に
母
校
へ
協
力

す
る
方
針
で
す
。
再
度
、
皆
様
に
お
願
い
状
を
送

り
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
３
０
周
年
記
念
同
窓
会
会
誌
を
作
り
ま
し

た
、
こ
の
会
誌
は
、
歴
史
、
同
窓
会
、
大
学
の
変

遷
、
支
部
会
の
活
動
な
ど　

ペ
ー
ジ
ほ
ど
で
、
全

８０

会
員
登
録
住
所
へ
送
付
し
ま
す
。

来
賓
挨
拶　

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
佐
藤
雄
三

理
事

　

２
週
間
前
に
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、
非
常
に
多
く
の
方
が
来
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
国
立
大
も
含
め
、
少
子

化
の
中
で
学
生
を
集
め
る
た
め
の
一
環
と
し
て
開

催
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
以
前
の
校
舎
だ
と

恥
ず
か
し
思
い
で
し
た
が
、
最
近
は
校
舎
・
教
員

共
に
胸
を
張
っ
て
お
披
露
目
で
き
る
学
校
に
な
っ

た
こ
と
は
、
池
本
学
長
が
法
人
と
い
い
関
係
に
あ

る
か
ら
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
６
８
０
人
の
参
加

者
が
来
て
く
れ
た
こ
と
は
、
将
来
明
る
い
と
思
う

の
で
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
池
本
学
長

　

ゴ
ミ
だ
ら
け
の
校
舎
だ
っ
た
頃
が
大
変
先
生
方

に
と
っ
て
懐
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
こ

と
が
良
い
こ
と
な
の
か
。
時
代
の
要
請
に
応
え
、

　

世
紀
の
大
学
と
し
て
形
が
整
っ
た
と
い
う
こ
と

２１か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
合
同
教
育
棟
の
地
上
７
階
地

下
２
階
に
は
獣
医
保
健
看
護
学
科
、
動
物
科
学

科
、
食
品
科
学
科
が
入
り
、
１
１
４
名
の
医
学
部

の
学
生
が
来
る
。
校
庭
が
な
く
な
っ
た
が
、
東
大

の
田
無
農
場
を　

月
に
買
い
、
馬
場
、
厩
舎
、
運

１１

動
場
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。
本
学
は
学
生
の
大

学
評
価
は
高
く
日
本
一
で
あ
る
。
大
学
の
発
展
に

欠
か
せ
な
い
の
は
同
窓
会
と
父
母
会
で
、
出
資
者

の
意
味
で
ス
ペ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
言
わ
れ
て
い

る
。
皆
さ
ん
が
築
い
た
も
の
が
財
産
で
あ
る
。

　

議
長
選
出　

会
則
に
従
い
代
議
員
の
中
か
ら
立

候
補
を
募
っ
た
が
挙
手
が
な
く
、
事
務
局
一
任
と

な
り
中
條
会
長
よ
り
、
埼
玉
県
代
議
員
山
岸
敦
郎

氏
と
、
京
都
府
代
議
員
長
谷
川
修
一
氏
が
指
名
さ

れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

書
記
お
よ
び
議
事
録
書
名
人
選
出　

書
記
は
事

務
局
か
ら　

宇
田
川
智
野
女
史
（
日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
大
学
院
生
）、
署
名
人
に
は
大
学
支
部

代
議
員
の
左
向
敏
紀
氏
、
川
角
浩
氏
が
指
名
さ
れ

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

議
長
の
着
席
、自
己
紹
介
後
審
議
が
始
ま
っ
た
。

第
１
号
議
案
平
成　

年
度
事
業
報
告　

総
務
担
当

２４

相
見
和
宏
理
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　

昨
年
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
母
校
発
祥
の
地
護

国
寺
に
、
私
立
獣
医
学
校
開
学
の
記
念
碑
を
建
立

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
碑
は
、
近
代
獣
医
学
の
幕
開
け
と
な
っ
た

我
々
の
先
駆
者
の
功
績
を
讃
え
る
と
共
に
、
私
立

獣
医
系
大
学
の
開
祖
の
証
と
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
護
国
寺
様
の
ご
好
意
に
よ
り
碑
の
建
立

に
最
適
な
場
所
を
ご
提
供
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、

改
め
て
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
の
１
３
０
周
年
記
念
事
業
は

２２

継
続
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
同
窓
会

の
懸
案
で
あ
っ
た
開
学
記
念
碑
建
立
に
奔
走
し
ま

し
た
。
他
の
事
業
は
手
抜
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
記
念
事
業
の
合
同
教
育
棟
建
設
へ
の
支
援

協
力
な
ど
に
つ
い
て
推
進
さ
せ
る
努
力
を
し
て
お

平
成　

年
度 

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

25同
窓
会
代
議
員
会
開
催
さ
れ
る

←
中
條
会
長
挨
拶
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り
ま
す
。
何
卒
皆
様
方
の
ご
理
解
を
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

会
則
改
正
に
つ
い
て
は
、
学
科
の
増
設
に
伴
っ

た
会
員
の
多
様
化
に
よ
る
同
窓
会
の
基
本
方
針
を

役
員
会
で
充
分
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
次
年
度

に
は
文
書
化
さ
れ
た
案
の
提
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

念
願
で
あ
る
同
窓
会
舘
設
置
の
計
画
は
、
母
校

事
務
部
の
合
同
教
育
棟
へ
の
移
転
後
に
、
本
館
の

一
部
を
同
窓
会
へ
提
供
頂
け
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
近
々
に
は
念
願
が
叶
う
か
と
思
い
ま

す
。

実
施
事
業

　

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会　

平
成　

年
７
月

２４

２４

　

日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
、
母
校
Ｂ
棟
三

２１階
、
第
３
１
３
講
義
室
に
て
開
催
。
終
了
後

母
校
�
ム
ラ
サ
キ
�
に
て
懇
親
会
開
催

　

２　

役
員
会
お
よ
び
各
種
委
員
会
の
開
催　

　

３　

主
な
行
事
へ
の
参
加

　

４　

支
部
会
へ
の
派
遣　
　

支
部
・
２
連
合
会

１９

へ
派
遣

支
部
名　
　

派
遣
役
員　
　
　

期　
　

日

島
根
県　
　

中
條
会
長　

平
成　

年
７
月
７
日
貍

２４

千
葉
県　
　

池
本
学
長　

平
成　

年
７
月
８
日
豸

２４

大
阪
府　
　

中
條
会
長　

平
成　

年
７
月　

日
貍

２４

２８

九
州
連
合　

多
川
先
生　

平
成　

年
８
月　

日
貍

２４

２５

兵
庫
県　
　

中
條
会
長　

平
成　

年
９
月
１
日
貍

２４

四
国
連
合　

中
條
会
長　

平
成　

年
９
月
８
日
貍

２４

新
潟
県　
　

池
本
学
長　

平
成　

年
９
月
８
日
貍

２４

茨
城
県　
　

中
條
会
長　

平
成　

年
９
月　

日
貊

２４

２８

神
奈
川
県　

宮
崎
理
事　

平
成　

年　

月
８
日
豺

２４

１０

埼
玉
県　
　

池
本
学
長　

平
成　

年　

月
８
日
豺

２４

１０

広
島
県　
　

寺
田
理
事　

平
成　

年　

月　

日
豸

２４

１０

１４

山
梨
県　
　

新
井
先
生　

平
成　

年　

月　

日
貊

２４

１０

２６

佐
賀
県　
　

中
條
会
長　

平
成　

年　

月　

日
豸

２４

１１

１１

熊
本
県　
　

片
岡
先
生　

平
成　

年　

月　

日
貍

２４

１１

１７

長
野
県　
　

紺
野
氏　
　

平
成　

年　

月　

日
貍

２４

１１

２４

岐
阜
県　
　

左
向
先
生　

平
成　

年　

月　

日
豸

２４

１１

２５

福
島
県　
　

中
條
会
長　

平
成　

年　

月　

日
豸

２４

１１

２５

栃
木
県　
　

池
本
学
長　

平
成　

年　

月
１
日
貍

２４

１２

静
岡
県　
　

寺
田
理
事　

平
成　

年　

月
８
日
貍

２４

１２

京
都
府　
　

中
條
会
長　

平
成　

年
３
月　

日
貍

２５

１６

三
重
県　
　

中
條
会
長　

平
成　

年
３
月　

日
豸

２５

３１

　

５　

会
報　

号
発
行　

平
成　

年
１
月　

日
、

４３

２５

１５

１
０
、
３
２
６
名
へ
送
付

　

６　

大
学
へ
の
支
援　

梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
に

副
賞
を
贈
呈

　

７　

学
生
（
準
）
会
員
へ
の
事
業

　
　
　
　

盧　

入
学
祝
い

　
　
　
　

盪　

卒
業
記
念

　
　
　
　

蘯　

同
窓
会
長
賞

　
　
　
　

盻　

大
学
祭
へ
の
支
援

　
　
　
　

眈　

就
職
支
援
活
動

第
２
号
議
案
平
成　

年
度
収
支
決
算　

経
理
担
当

２４

寺
田
厚
理
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
収
支
計
算
書（
別
表
参
照
）

２４

平
成　

年
度
特
別
会
計
収
支
計
算
書（
別
表
参
照
）

２４

財
産
目
録
（
別
表
参
照
）

監
査
報
告
は
、
武
富
氏
、
針
谷
氏
、
鑿
本
氏
の
３

名
の
監
事
よ
り
業
務
な
ら
び
に
会
計
が
正
し
く
施

行
さ
れ
て
い
る
と
の
監
査
報
告
が
あ
っ
た
。

質
疑
応
答
は
、
１
号
議
案
、
２
号
議
案
に
つ
い
て

は
特
に
な
く
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
平
成　

年
度
事
業
計
画　

総
務
担
当

２５

相
見
和
宏
理
事
よ
り
説

明
が
あ
っ
た
。

　

１
３
０
周
年
記
念
事

業
合
同
教
育
棟
の
進
捗

状
況
は
、
地
下
部
分
か

ら
地
上
階
へ
の
建
設
が

進
み
、
本
年
の
夏
休
み

頃
に
は
高
層
の
外
観
が

立
ち
上
が
る
よ
う
で

す
。
合
同
教
育
棟
に
は

来
年
４
月
か
ら
学
生
を

受
け
入
れ
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　

本
事
業
の
目
的
は
、

新
設
さ
れ
た
獣
医
保
健

看
護
学
科
の
教
育
・
研

究
施
設
と
、
第
２
校
舎

の
老
朽
化
に
よ
る
応
用

生
命
科
学
部
（
食
品
科

学
科
と
動
物
科
学
科
）

の
移
転
、
さ
ら
に
日
本

医
科
大
学
の
武
蔵
小
杉

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
に

伴
う
医
学
部
基
礎
科
学

課
程
の
武
蔵
境
へ
の
移

転
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
初
予

定
の
５
階
建
て
が
７
階
建
て
と
高
層
に
な
り
、
仮

称
が
合
同
教
育
棟
に
な
り
ま
し
た
。

　

合
同
教
育
棟
建
設
は
日
本
医
科
大
学
と
の
合
同

事
業
と
な
り
、
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
も
寄
付
運代議員会会場
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動
に
支
援
・
協
力
し
て
お
り
、
法
人
を
挙
げ
て
の

事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
合
同
教
育
棟
の
事
業

期
限
が
迫
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
会
と
し
て
本
年

度
も
継
続
し
て
支
援
・
協
力
の
寄
付
活
動
を
推
進

致
し
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
同
窓
生
皆
様
へ
さ
ら
な

る
お
願
い
を
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

実
施
事
業
予
定

　

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会　

平
成　

年
７
月

２５

２５

　

日
（
土
）
母
校
Ｂ
棟
５
階
５
１
２
講
義
室

２７に
て
開
催

　

２　

母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
寄
付

活
動
の
継
続
推
進

　

３　

同
窓
会
館
設
立
の
準
備

　

４　

会
則
改
正
の
具
体
案
の
作
製

　

５　

役
員
会
お
よ
び
委
員
会
等
の
開
催

　

６　

支
部
強
化
活
動

　
　
　
　

盧　

支
部
会
へ
の
役
員
派
遣

　
　
　
　

盪　

そ
の
他　

　

７　

同
窓
会
誌　

１
３
０
周
年
記
念
誌
発
行

　

８　

同
窓
会
報　

号
発
行

４４

　

９　

大
学
へ
の
支
援

　
　
　
　

盧　

梅
野
信
吉
賞
へ
の
協
賛

　
　
　

学
生
会
員
（
準
会
員
）
へ
の
関
連
事
業

１０

　
　
　
　

盧　

入
学
祝
い

　
　
　
　

盪　

卒
業
祝
い

　
　
　
　

蘯　

同
窓
会
褒
賞
者
の
表
彰
・
記
念
品

の
贈
呈

　
　
　
　

盻　

大
学
祭
へ
の
援
助

　
　
　
　

眈　

奨
学
生
候
補
者
の
選
考

　
　
　
　

眇　

就
職
活
動
支
援

第
４
号
議
案
平
成　

年
度
収
支
予
算

２５

経
理
担
当
寺
田
厚
理
事
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
収
支
予
算
書

２５

別
表
参
照

平
成　

年
度
特
別
会
計
収
支
予
算
書

２５

別
紙
参
照　

　

第
３
号
議
案
、
４
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑

が
、
神
奈
川
県
代
議
員
高
品
和
房
氏
よ
り
今
年
度

の
予
算
に
、
記
念
碑
に
関
す
る
維
持
等
に
関
す
る

予
算
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
対
策
は
？
ま
た
支
部

助
成
費
が
少
な
す
ぎ
る
の
で
は
と
さ
れ
た
。　

　

中
條
会
長
か
ら
、
記
念
碑
は
次
代
の
関
係
者
に

負
担
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
護
国
寺

側
と
協
議
し
特
別
に
年
間
の
管
理
費
用
は
基
本
的

に
は
な
し
と
し
た
が
、
護
国
寺
で
行
事
を
行
う
よ

う
な
場
合
は
お
布
施
と
し
て
常
識
的
範
囲
で
包
め

ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
支
部
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
今
の
予
算
は
入
会
金
無
し

で
は
成
り
立
た
な
い
。
年
会
費
は
２
０
０
０
名
し

か
払
っ
て
い
な
い
。
全
員
に
会
誌
を
送
る
な
ど
の

大
き
な
こ
と
に
使
用
し
、
お
金
は
有
効
に
使
っ
て

い
き
た
い
。

　

続
い
て
、
香
川
県
平
尾
勝
行
理
事
よ
り
、
県
に

よ
る
会
費
納
付
率
の
差
に
つ
い
て
は
、
同
窓
生
が

い
な
い
の
か
、
納
付
し
て
く
れ
て
い
な
い
の
か
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
と
っ
て
い
る
か
。
名
簿
が
１

冊
し
か
送
ら
れ
て
こ
な
い
の
で
夫
婦
は
一
人
分
し

か
納
め
な
く
て
い
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

中
條
会
長
か
ら
、
夫
婦
に
２
冊
送
っ
て
も
仕
方
な

い
の
で
そ
う
し
て
い
た
が
…
。
ま
た
名
簿
で
は
夫

婦
の
判
別
は
難
し
い
。
以
前
は
納
付
率
が
良
か
っ

た
が
、
若
い
方
は
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、
今
年
払

っ
た
２
０
０
０
人
は
年
配
者
で
毎
年
払
っ
て
い
る

人
が
多
い
。
集
め
方
を
工
夫
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
入
会
金
の
み
で
予
算
を
組
ん
で
い
る
の
で
は

発
展
が
望
め
な
い
。

第
３
号
議
案
、
第
４
号
議
案
は
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
。

第
５
号
議
案
役
員
改
選　

会
則
に
沿
っ
て
役
員
改

正
が
お
こ
な
わ
れ
、
地
区
の
推
薦
委
員
が
新
理
事

を
議
長
に
報
告
し
た
。
司
会
者
よ
り
新
理
事
の
発

表
が
有
り
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

新
理
事
の
互
選
に
よ
り
会
長
の
留
任
が
決
定
さ
れ

た
。

議
長　

以
上
す
べ
て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
議
長
の
役
目
を
終
了

し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
会　

司
会
者
よ
り
、
以
上
を
も
っ
て
平
成　

年
２５

度
代
議
員
会
を
閉
会
す
る
と
の
宣
言
が
さ
れ
、
終

了
し
た
。

奥村　哲夫北海道

菊地　久東北

田所　喬樹関東・甲州

塚田　明

小沼　誠

石崎　孝久

水谷　渉

君島　貞完

天野　三幸東京

野田　宗兵

中條　眞二郎

斉藤　茂芳

吉田　孝治

本橋　博

寺田　厚

荻野　勇

湯本　典夫

新井　敏郎

星　邦夫東海・信越

小川　俊男

吉田　善照北陸

佐藤　正勝近畿

高田　三千人中国

平尾　勝行四国

中村　完治九州・沖縄

西谷　次郎動物科学科

高梨　庸市

小磯　孝

阿久沢　良造食品科学科

山内　直文

藤田　満

小暮　一雄会長推薦

作佐部　隆

清水　一政

針谷　光二監事

鑿本　卓夫

宮崎　勇吉

平成２５年度新理事・監事
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　第２号議案　平成２４年度収支決算
平成２４年度一般会計収支計算書

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで

（単位：円）収入の部
摘　　要差　異決算額予算額科　　目

本年度 1,729 口 , 過年度 477
口 , 来年 11 口 , 端数 2,100 円 

　 726,9006,653,1007,380,000１同窓会費収入

50,000 円× 385 名019,250,00019,250,000２入会金収入

△　  388,436411,43623,000３諸収入

△　  277,336280,3363,000　受取利息

△       21,10031,10010,000　寄付金

△       90,000100,00010,000　雑収入

      338,46426,314,53626,653,000当期収入合計（A）

013,926,13113,926,131前期繰越金

      338,46440,240,66740,579,131収入合計（B）

支出の部
摘　　要差　異決算額予算額科　目

9,874,52911,125,47121,000,0001 事業費

会報印刷、発送等3,500,00003,500,000　会誌発行費

会報印刷、同窓会ニュース、発
送等

566,1291,433,8712,000,000　会報発行費

動物科学科への援助0200,000200,000　事業推進費

43支部分109,600590,400700,000　支部助成費

入学祝品９９万円、卒業祝品１３７万
円、大学祭７０万円、表彰１１万円

1,031,4503,168,5504,200,000　学生会員援助費

母校学術交流会、梅野賞３０万円
など

300,000600,000900,000　学術振興費

学生会員就職対策200,0000200,000　就職対策費

法人母校等との折衝費96,600203,400300,000　渉外費

本学教職員祝品、弔事など63,879136,121200,000　慶弔費

岩手、宮城、福島など2,000,00002,000,000
　東日本災害
　支援金

護国寺に本学発祥の碑建立2,006,8714,793,1296,500,000　記念事業費

1,669,6403,330,3605,000,0002 会議費

代議員旅費等951,9603,048,0404,000,000　代議員会議費

役員旅費等717,680282,3201,000,000　役員会議費

984,6344,615,3665,600,0003 事務費

事務手当、アルバイト料、通勤
費等

527,8442,472,1563,000,000　事務手当

支部派遣12,0001,488,0001,500,000　旅費

封筒、コピ－代、振替用紙等73,024126,976200,000　印刷費

郵便料、電話代等137,640162,360300,000　通信費

郵便振替、銀行振込53,58046,420100,000
　振替・振込
　手数料費

事務機器など122,200177,800300,000　器具備品費

△         7,4307,4300
　ホームページ
　管理運営費

事務用品類等36,30163,699100,000　消耗品費

残高証明等29,47570,525100,000　雑費

△     386,4578,698,2168,311,7594 特別会計繰入金

2031,999,7972,000,000　名簿発行引当金

△     275,8126,275,8126,000,000
　同窓会館積立
　引当金

△    　    60810,60810,000　奨学基金引当金

460101,740102,200　退職給与引当金

△     110,700310,259199,599　減価償却引当金

△  1,674,8001,674,80005 固定資産取得費

△     134,800134,8000　パソコン一式

△  1,540,0001,540,0000　記念碑取得

667,3720667,3726 予備費

11,134,91829,444,21340,579,131当期支出合計 (C)

△ 10,796,454△  3,129,677△ 13,926,131当期収支差額 (A)-(C)

△ 10,796,45410,796,4540
次期繰越収支差額
(B)-(C)

平成２４年度特別会計収支計算書

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで

（単位：円）（収入の部）
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額　　科　  　目

△    110,7008,422,4598,311,759１．繰入金収入

3,693277,857281,550２．雑　収　入

△ 　 107,0078,700,3168,593,309当期収入合計（A）

075,328,83375,328,833前期繰越額　

△　  107,00784,029,14983,922,142収入合計（B）

（単位：円）（積立金別の収入明細）
減価償却退職給与 奨学基金 同窓会館名簿発行　　科　  　目

310,259102,20010,0006,000,0002,000,000１．繰入金収入

0651,133276,337322２．雑　収　入

310,259102,26511,1336,276,3372,000,322当期収入合計（A）

4,046,484390,1997,077,74661,802,1892,012,215前期繰越額

4,356,743492,4647,088,87968,078,5264,012,537収入合計（B）

（単位：円）（支出の部）
摘　　要差　　異 決　算　額予　算　額　　科　　  目　

000１．繰入金取崩

△         2,1002,1000２．その他支出

△         2,1002,1000当期支出合計（C）

△  　104,9078,698,2168,593,309
当期収支差額
(A)-(C）

△  　104,90784,027,04983,922,142
次期繰越収支差額
（B)-(C）

（単位：円）（積立金別の支出明細）
減価償却退職給与奨学基金同窓会館名簿発行　　科　  　目　

00000１．繰入金取崩

0525525525525２．その他支出

0525525525525当期支出合計（C）

310,259101,74010,6086,275,8121,999,797
当期収支差額
(A)-(C）

4,356,743491,9397,088,35468,078,0014,012,012
次期繰越収支差額
（B)-(C）

財　産　目　録
平成 25年 3 月 31 日

（単位：円）

金　　　　　額　　　科 　　　      目
Ⅰ．　資産の部
　１．流動資産

50,000　　（１）現　　　　　金
36,076,213　　（２）普　通　預　金
3,452,628　　　①三菱東京UFJ 銀行
4,012,012　　　②三菱東京UFJ 銀行
7,088,354　　　③三菱東京UFJ 銀行
491,939　　　④三菱東京UFJ 銀行

21,031,280　　　⑤三菱東京UFJ 銀行
50,413,929　　（３）定　期　預　金
50,413,929　　　①三菱東京UFJ 銀行
8,451,095　　（４）郵　便　振　替

0　　（５）未　　収　　金 
94,991,237　　　　　流 動 資 産 合 計

　２．固定資産
0　　（１）土　地　建　物

2,010,030
　　（２）その他の固定資産
　　　　　（什器備品及びパソコンなど）

2,010,030　　　　　固 定 資 産 合 計
97,001,267　　　　　　　資　産　合　計

Ⅱ． 負債の部
　１．流動負債

0　　（１）未　　払　　金
0　　（２）前　　受　　金

0　　　　　流 動 負 債 合 計
　２．固定負債

4,012,012　　（１）名簿 発行 引当金
68,078,001　　（２）同窓 会館 引当金
7,088,354　　（３）奨学 基金 引当金
491,939　　（４）退職 給与 引当金
4,356,743　　（５）減価 償却 引当金 

84,027,049　　　　　固 定 負 債 合 計
84,027,049　　　　　　　負　債　合　計
12,974,218　　　　　　　正　味　財　産

　　　平成 24年度監査報告書
　平成 2４年度同窓会業務並びに会計の収支決算を平成 25 年 4 月 28 日母校において
厳正に監査した結果、証拠書類等、正しく執行されていることを認めます。

平成 25 年 4 月 28 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　武富和夫　　印　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　針谷光二　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　鑿本卓夫　　印
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第４号議案　平成２５年度収支予算
平成２５年度一般会計収支予算書

平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで
（単位：円）収入の部

摘      要増　減前年度予算額本年度予算額科      目

本年度 2,100 口 , 過年度 300 口△     180,0007,380,0007,200,000１同窓会費収入

50,000 円× 389 名200,00019,250,00019,450,000２入会金収入

46,60023,00069,600３諸収入

16,6003,00019,600　受取利息

010,00010,000　寄付金

30,00010,00040,000　雑収入

66,60026,653,00026,719,600当期収入合計 (A)

 △  3,129,67713,926,13110,796,454前期繰越金

△  3,063,07740,579,13137,516,054収入合計（B）

支出の部
摘       要増　減前年度予算額本年度予算額科　　目

△  3,300,00021,000,00017,700,0001 事業費

会誌印刷、発送等1,000,0003,500,0004,500,000　会誌発行費

会報印刷、同窓会ニュ－ス、発
送等

800,0002,000,0002,800,000　会報発行費

各学科への援助800,000200,0001,000,000　事業推進費

45支部分0700,000700,000　支部助成費

入学祝品 140 万円、卒業祝品
150 万円、 大学祭 70 万円、表
彰 10万円
04,200,0004,200,000　学生会員援助費

母校学術交流会、梅野賞 30万
円等

△     100,000900,000800,000　学術振興費

学生会員就職対策0200,000200,000　就職対策費

法人母校等との折衝費0300,000300,000　渉外費

本学教職員祝品、弔事等0200,000200,000　慶弔費

岩手、宮城、福島等02,000,0002,000,000
　東日本災害
　支援金

中庭に時計設置等1,000,00001,000,000　１３０周年関連事業費

護国寺に本学発祥の碑建立等
△   

6,800,000
6,800,0000

　記念碑建立
　整備費

△  1,000,0005,000,0004,000,0002 会議費

 代議員旅費等△     500,0004,000,0003,500,000　代議員会議費

 役員旅費等△     500,0001,000,000500,000　役員会議費

110,0005,600,0005,710,0003 事務費

事務手当、アルバイト料、通勤
費等
03,000,0003,000,000　事務手当

支部派遣100,0001,500,0001,600,000　旅費

封筒、コピ－代、振替用紙等0200,000200,000　印刷費

郵便料、電話代等0300,000300,000　通信費

郵便振替、銀行振込等0100,000100,000
　振替・振込
　手数料費

事務機器等0300,000300,000　器具備品費

10,000010,000
　ホームページ
　管理運営費

事務用品類等0100,000100,000　消耗品費

残高証明等0100,000100,000　雑費

1,142,4438,311,7599,454,2024 特別会計繰入金

02,000,0002,000,000　名簿発行引当金

1,000,0006,000,0007,000,000
　同窓会館積立
　引当金

010,00010,000　奨学基金引当金

0102,200102,200　退職給与引当金

142,443199,559342,002　減価償却引当金

 △       15,520667,372651,8525 予備費

△  3,063,07740,579,13137,516,054当期支出合計 (C)

3,129,677△ 13,926,131△ 10,796,454当期収支差額 (A)-(C)

000
次期繰越収支差額
(B)-(C)

平成２５年度特別会計収支計算書
平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで

（単位：円）（収入の部）
摘　要増　　減前年度予算額本年度予算額　　科　  　目　

1,142,4438,311,7599,454,202１．繰入金収入

△　 264,350281,55017,200２．雑　収　入

878,0938,593,3099,471,402当期収入合計（A）

8,698,21675,328,83384,027,049前期繰越額

9,576,30983,922,14293,498,451収入合計（B）

（単位：円）（積立金別の収入明細）
減価償却退職給与奨学基金同窓会館名簿発行　　科　  　目　

342,002102,20010,0007,000,0002,000,000１．繰入金収入

0701,10015,400630２．雑　収　入

342,002102,27011,1007,015,4002,000,630当期収入合計（A）

4,356,743491,9397,088,35468,078,0014,012,012前期繰越額

4,698,745594,2097,099,45475,093,4016,012,642収入合計（B）

（単位：円）（支出の部）
摘　　要増　　減前年度予算額本年度予算額　　科　　  目　

000１．繰入金取崩

000２．その他支出

000当期支出合計（C）

878,0938,593,3099,471,402
当期収支差額
(A)-(C）

9,576,30983,922,14293,498,451
次期繰越収支差額
（B)-(C）

（単位：円）（積立金別の支出明細）
減価償却退職給与奨学基金同窓会館名簿発行　　科　  　目　

00000１．繰入金取崩

00000２．その他支出

00000当期支出合計（C）

342,002102,27011,1007,015,4002,000,630
当期収支差額
(A)-(C）

4,698,745594,2097,099,45475,093,4016,012,642
次期繰越収支差額
（B)-(C）
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�
私
立
獣
医
学
校
発
祥
之
地
�
記
念
碑
見
学
会
を
開
催

　

平
成　

年
７
月　

日
、
同
窓
会
代
議
員
会
終
了

２５

２７

後
記
念
碑
の
見
学
会
を
開
催
し
た
。
例
年
は
、
代

議
員
会
終
了
後
に
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
た
が
、

多
く
の
会
員
が
護
国
寺
へ
足
を
運
ぶ
機
会
が
無
い

だ
ろ
う
と
計
画
を
変
更
し
て
催
行
し
た
。
当
日

は
、
理
事
・
代
議
員
な
ど
希
望
者
約　

名
が
参

６０

加
、
観
光
バ
ス
２
台
を
貸
し
切
り
午
後
３
時
半
に

母
校
を
出
発
し
護
国
寺
へ
向
か
っ
た
。
護
国
寺
に

は
、
４
時
半
頃
到
着
し
見
学
と
記
念
撮
影
を
行

い
、
護
国
寺
の
休
憩
室
で
喉
を
潤
し
た
の
ち
斎
場

に
て
貫
首
様
の
お
話
を
頂
い
た
。
護
国
寺
で
解
散

す
る
頃
に
は
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
、
東
京
は
夜

に
激
し
い
雨
と
な
っ
た
。

護国寺休憩室にて

←
参
加
者
の
記
念
写
真

�
　　

事
務
局
の
表
さ
ん
が
、　

月
を
も
っ
て
退
職
。

１２

１
月
か
ら
野
々
宮
さ
ん
が
勤
務
し
ま
す
。
経
験
不

足
等
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、
よ
ろ
し
く
御
指

導
・
御
協
力
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
会
報
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
最
新
情
報
の

住
所
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
て
い
な

い
会
員
が
お
り
ま
し
た
な
ら
本
部
事
務
局
へ
住
所

登
録
を
す
る
よ
う
お
伝
え
て
下
さ
い
。

○
同
窓
会
本
部
へ
の
連
絡

　

通
常
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前　

時
か
ら

１０

午
後
４
時
（
昼
休
み　

時
〜
１
時
を
除
く
）
ま
で

１２

事
務
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
留
守
番
電
話
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
、
郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
に
て
も
ご
連

絡
で
き
ま
す
。
連
絡
先
は
本
会
報
一
面
に
記
載
し

て
あ
り
ま
す
。

○
会
費
納
入
の
お
願
い

　

本
会
の
事
業
は
、
会
員
の
会
費
納
入
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
会
報
に
払
込
取
扱
票

が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
、
個
人
で
会
費
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
払
込
取
扱
票
が
同
封
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
支
部
の
指
示
に
従
っ
て
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
郵
便
局
で
の
振
り
込
み
払

込
取
扱
票
に
は
お
忘
れ
な
く
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
記
載
し
、
通
信
欄
に
は
卒
業
学
科
と
卒
業

事
務
局
だ
よ
り 
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期
（
封
筒
の
住
所
ラ
ベ
ル
の
区
分
）
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。
住
所
等
変
更
の
あ
る
方
は
払
込
取
扱

票
の
通
信
欄
記
載
の
変
更
有
り
に
丸
印
し
て
く
だ

さ
い
、
本
部
事
務
局
の
登
録
変
更
を
致
し
ま
す
。

○
本
部
年
会
費
一
括
納
入
支
部
へ
の
お
願
い

　

本
部
会
費
を
一
括
納
入
さ
れ
る
支
部

は
、
会
費
納
入
者
名
簿
（
区
分
を
明
記

し
て
）
を
事
務
局
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
下
さ
い
。

○
母
校
創
立
1
3
0
周
年
記
念
の
同
窓
会
誌　

号
29

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た

　

同
窓
会
で
は
、
母
校
創
立
１
３
０
周

年
を
記
念
し
て　

頁
に
お
よ
ぶ
同
窓
会

８２

誌
を
、
平
成　

年
８
月
に
発
刊
し
ま
し

２５

た
。
今
ま
で
に
な
い
同
窓
会
の
詳
細
な

歴
史
は
母
校
・
学
校
法
人
日
本
医
科
大

学
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
創
立
１
３
０
周
年
関
連
事
業

は
写
真
集
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
母
校
の
懐
か
し
い
写
真
か
ら

現
在
に
至
る
写
真
で
の
変
遷
や
そ
の
ほ

か
付
属
施
設
、
武
蔵
境
の
今
昔
、
支
部

の
活
動
報
告
、
同
窓
会
会
則
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
の
記
念
的
な
歴
史
記
録
と
し
て

永
く
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
住

所
変
更
な
ど
で
本
誌
が
未
だ
お
手
元
に

届
い
て
な
い
方
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま

で
連
絡
願
い
ま
す
。

○
住
所
録
変
更
届
け

市
町
村
名
・
番
地
等
の
変
更
で
、
会
誌
や
会
報
の

返
却
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
会
員
名
簿
発
行
の

２６

年
で
す
。
住
所
、
氏
名
、
職
業
等
の
変

更
は
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

か
ら
変
更
届
け
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
連
絡
は
記
載
ミ
ス
な
ど
の
要

因
と
な
り
ま
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
登
録
変
更
は
原
則
と
し
て
本
人
申

告
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
支
部
、
同
期

会
、
友
人
か
ら
の
届
け
出
も
申
告
者
が

明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
受
け
付
け
ま

す
。

○
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

他
大
学
で
博
士
号
、
修
士
の
学
位
を

授
与
さ
れ
た
方
。
国
会
議
員
、
市
町
村

長
、
県
議
会
議
員
等
に
選
出
・
再
選
さ

れ
た
方
。
叙
勲
を
授
与
さ
れ
た
方
、
ご

逝
去
さ
れ
た
方
な
ど
。
情
報
提
供
者
を

特
定
で
き
る
よ
う
電
話
以
外
に
て
ご
連

絡
下
さ
い
。

　

支
部
会
、
合
同
地
区
同
窓
会
、
同
期

会
な
ど
開
催
さ
れ
ま
し
た
ら
、
そ
の
報

告
と
写
真
を
本
部
へ
お
送
り
下
さ
い
。

極
力
会
報
に
掲
載
致
し
ま
す
。

�

（
本
部
に
届
け
出
の
み
を
掲
載
）

○
叙
勲
者

藤
ヶ
谷
敏
明
氏
（
大
学
獣
医
学
科
１
期
、
平
成　

年
春

２２

　

瑞
宝
双
光
章
）

青
木　

和
男
氏
（
大
学
獣
医
学
科　

期
平
成　

年
秋　

１３

２４

瑞
宝
小
綬
章
）

　
○
訃
報

宮
澤　

壽
廣
氏
（
和
歌
山
県
支
部
長
・
専
門
７
期
、
平

成　

年
２
月
逝
去
）

２４
鎌
田　

知
能
氏
（
千
葉
県
前
支
部
長
・
大
学
獣
医
学
科

　

期
平
成　

年
９
月
逝
去
）

１４

２５
同
窓
会
関
係
情
報 

�
　

小
動
物
獣
医
療
は
、
日
々
高
度
医
療

の
進
歩
が
め
ざ
ま
し
く
、
さ
ら
に
専
門

化
さ
れ
個
人
病
院
で
の
対
応
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
同
窓
生

の
希
望
も
取
り
入
れ
、
大
学
側
に
個
人

病
院
施
設
に
対
す
る
支
援
を
同
窓
会
か

ら
強
く
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
大
学
も

受
験
生
減
少
の
対
策
を
個
人
診
療
施
設

を
介
し
た
広
報
活
動
も
有
効
手
段
で
な

い
か
と
進
言
、
相
互
の
受
益
を
考
慮
し

「
連
携
動
物
病
院
」
票
の
交
付
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
運
用
に
つ
い
て

意
見
の
交
換
を
行
い
、
従
来
の
予
約
制

か
ら
前
進
し
た
制
度
を
大
学
と
正
式
に

確
認
書
を
作
成
し
て
施
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
お
互
い
の
医
療
向
上
を

図
る
上
で
、
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま

す
の
で
、
制
度
案
内
を
一
読
し
、
申
し

込
み
し
て
下
さ
い
。

母
校
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
と 

同
窓
生
個
人
病
院
施
設
と
の
連
携 

連携動物病院の票
１０×２０cm
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１．

目
的　

地
域
動
物
医
療
機
関
と
日
本
獣
医
生

命
科
学
大
学
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
が
相

互
に
連
携
し
て
、
効
率
的
で
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
獣
医
療
環
境
の
構
築
に
努
め
、
動
物

医
療
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、連
携
動
物
病
院
制
度
を
創
設
し
た
。

２．

医
療
セ
ン
タ
ー
役
割

　
　

盧　

紹
介
患
畜
予
約
シ
ス
テ
ム
の
運
営

　
　

盪　

紹
介
動
物
病
院
へ
の
文
書
管
理

　
　

蘯　

か
か
り
つ
け
獣
医
師
の
紹
介
（
逆
紹

介
）

　
　

盻　

地
域
動
物
病
院
へ
の
情
報
提
供
お
よ
び

情
報
交
換

　
　

眈　

診
療
計
画
書
の
作
成
（
ク
リ
ニ
カ
ル
パ

ス
）

３．

連
携
内
容

　
　

盧　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
付
属
動
物
医

療
セ
ン
タ
ー
連
携
動
物
病
院
の
称
号
使

用
（
名
刺
等
へ
の
掲
載
）

　
　

盪　

患
畜
紹
介
（
外
来
診
療
予
約
）
及
び
医

療
相
談

　
　

蘯　

逆
紹
介
の
案
内

　
　

盻　

研
修
会
や
講
演
会
等
の
案
内

　
　

眈　

本
学
図
書
館
の
利
用

４．

申
し
込
み
方
法

　
　

確
認
事
項
を
御
理
解
頂
き

　
　

盧　

別
紙
申
請
書
（
申
し
込
み
次
第
送
付
）

に
必
要
事
項
を
記
入
い
た
だ
き
、
郵
送

し
て
下
さ
い
。

　
　

盪　

手
続
き
終
了
後
「
連
携
施
設
票
」
等
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

　
　

蘯　
「
連
携
施
設
票
」
の
実
費
（
３
、
０
０

０
円
）
は
同
窓
会
銀
行
口
座
に
振
込
お

支
払
下
さ
い
。

　
　

盻　

申
し
込
み
先
迯
〒
１
８
０
―
８
６
０
２

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
―
７
―
１

　
　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
事
務
局

月
〜
金　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

１０

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
２
２
―　

―
３３

２
９
１
６

５．

申
し
込
み
に
際
し
て
の
注
意

　
　

盧　

本
学
同
窓
生
が
経
営
す
る
動
物
診
療
施

設
及
び
同
窓
会
会
費
を
納
入
し
た
会
員

に
限
る

　
　

盪　

連
携
動
物
病
院
の
申
請
希
望
者
を
対
象

と
す
る

　
　

蘯　

連
携
動
物
病
院
の
称
号
の
授
受
に
伴
う

権
利
や
義
務
は
発
生
し
な
い

６．

「
連
携
施
設
票
」
の
返
納

　
　

盧　

開
業
を
取
り
止
め
た
時

　
　

盪　

獣
医
師
法
の
違
反
等
で
監
督
官
庁
よ
り

処
分
さ
れ
た
時

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
と

　
　

地
域
動
物
医
療
機
関
と
の
「
連
携
動
物
病
院
制
度
」
実
施
要
領

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
連
携
施
設
票
の
交
付
に
関
す
る
確
認
事
項

一
、 
交
付
す
る
票
の
名
称
は
、
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
、
日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
連
携
施
設
と
す
る
。

一
、 
交
付
の
目
的
は
、
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
連
携
施
設
の
獣
医
療
環
境
改
善
に
努
め
、

動
物
医
療
の
充
実
・
発
展
に
努
め
る
。

一
、 

交
付
の
対
象
は
、
本
学
同
窓
生
の
経
営
す
る
動
物
診
療
施
設
に
限
定
す

る
。

一
、
本
票
の
授
受
に
伴
う
権
利
及
び
義
務
は
一
切
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学　
　

長　

池　

本　

卯　

典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
長　

中　

條　

眞
二
郎

　
（
連
携
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
）

　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
付
属
動
物
医
療
セ

ン
タ
ー　

専
用
予
約
係

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
２
２
―　

― 
３１

３
０
０
６
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Ｄ棟に取り付けられた時計（紫雲の時と命名）

工事中の大時計

　

平
成　

年　

月　

日
に
執
り
行
わ
れ
た
、
母
校

２４

１０

１７

発
祥
の
記
念
碑
除
幕
建
碑
式
の
参
加
者
へ
記
念
品

を
贈
る
計
画
を
し
た
が
、
そ
の
予
算
で
母
校
に
大

時
計
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
母
校
の
屋
外

型
掛
け
時
計
は
、
Ｄ
棟
東
側
に
取
り
付
け
ら
れ
て

い
た
が
、
東
側
に
Ｃ
棟
が
建
設
さ
れ
た
た
め
見
る

機
会
が
少
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
大
学
が
希
望

す
る
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成　
２５

年　

月　

日
に
工
事
が
完
成
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
広

１０

１４

場
に
面
し
た
、
Ｄ
棟
北
側
に
取
り
付
け
ら
れ
た
。

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
赫
理
事
長
よ
り
中
條
会

長
宛
に
受
領
書
と
と
も
に
お
礼
状
が
届
け
ら
れ

た
。
ま
た
、
池
本
学
長
か
ら
は
感
謝
状
が
中
條
会

長
に
贈
ら
れ
た
。

母
校
へ
屋
外
型
掛
け
時
計
を
寄
贈

�■ 

教
員
人
事
（
平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成

２４

１２

　

年　

月　

日
）

２５

１１

２０

庶
務
課

○
新
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２５

　

教　

授

　
　

中
山　
　

勉
（
農
産
食
品
学
）

　
　

吉
田　
　

充
（
食
品
安
全
学
）

　

准
教
授

　
　

有
村　
　

裕
（
動
物
生
体
防
御
学
）

　

講　

師

　
　

入
交　

眞
巳
（
獣
医
臨
床
病
理
学
）

　
　

桑
原　

考
史
（
食
料
自
然
共
生
経
済
学
）

　

助　

教

　
　

樺
山　

実
幸
（
獣
医
解
剖
学
）

　
　

五
十
嵐
亜
紀
（
獣
医
放
射
線
学
）

　

助　

手

　
　

清
水　

孝
一
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　
　

久
保　

喜
昭
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　
　

神
野　

信
夫
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

○
新
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２５

　

特
任
教
授

　
　

今
井　

壯
一
（
獣
医
学
部
）

○
新
任
（
平
成　

年
５
月
１
日
付
）

２５

　

特
任
教
授

　
　

山
田　
　

裕
（
獣
医
学
部
）

○
再
任
（
平
成　

年
１
０
月
１
日
付
）

２５

　

特
任
教
授

母
校
近
状 
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清
水　

一
政
（
獣
医
学
部
）

　
　

吉
村　

史
朗
（
獣
医
学
部
）

○
昇
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２５

　

教　

授

　
　

池　
　

和
憲
（
獣
医
寄
生
虫
学
）

　

准
教
授

　
　

田
中　

良
和
（
獣
医
衛
生
学
）

　
　

片
山　

欣
哉
（
生
体
分
子
化
学
）

　
　

水
越　

美
奈
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　
　

岡
田
幸
之
助
（
動
物
生
殖
学
）

　
　

藤
平　

篤
志
（
実
験
動
物
学
）

　

講　

師

　
　

大
石　

元
治
（
獣
医
解
剖
学
）

　
　

氏
家　
　

誠
（
獣
医
感
染
症
学
）

　
　

百
田　
　

豊
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　
　

中
尾　

暢
宏
（
動
物
生
理
制
御
学
）

○
退
職
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２５

３１

　

講　

師

　
　

根
津　

欣
典
（
獣
医
外
科
学
）

○
定
年
退
職
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２５

３１

　

教　

授

　
　

今
井　

壯
一
（
獣
医
寄
生
虫
学
）

　
　

多
川　

政
弘
（
獣
医
外
科
学
）

　
　

麻
生　

慶
一
（
農
産
食
品
学
）

　
　

斉
藤　

賢
一
（
食
品
健
康
環
境
学
）

○
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２５

　

教　

授

　
　

今
井　

壯
一

　
　

多
川　

政
弘

　
　

麻
生　

慶
一

■ 

学
位
（
博
士
）
取
得
者 

学位（博士）取得者一覧（平成２４年１２月～平成２５年１０月）

【獣医学専攻　博士課程】

所属教室学位授与年月日氏　　名学位記番号

獣医外科学平成 25年 3月 13 日 石野 　 寛和 
いしの ひろかず

博獣甲第１５３号

獣医生化学平成 25年 3月 13 日 武光 　 浩史 
たけみつ ひろし

博獣甲第１５４号

獣医外科学平成 25年 3月 13 日 田村 　 勝利 
たむら かつとし

博獣甲第１５５号

獣医外科学平成 25年 3月 13 日 寺門 　 邦彦 
てらかど くにひこ

博獣甲第１５６号

獣医外科学平成 25年 3月 13 日 宮田 　 拓馬 
みやた たくま

博獣甲第１５７号

獣医衛生学平成 25年 3月 13 日 大西 　 守 
おおにし まもる

博獣乙第３１２号

比較動物医学平成 25年 3月 13 日 霍野 　 晋吉 
つるの しんきち

博獣乙第３１３号

獣医外科学平成 25年 3月 13 日 米澤 　 覚 
よねざわ さとる

博獣乙第３１４号

獣医公衆衛生学平成 25年 9月 27 日 吉村 　 史朗 
よしむら しろう

博獣乙第３１５号

【応用生命科学学専攻　博士後期課程】

所属教室学位授与年月日氏名学位記番号

動物生理制御学平成 25年 3月 13 日 平井 　 潤子 
ひらい じゅんこ

博応甲第２号

実験動物学平成 25年 3月 13 日 土橋 　 悠 
どばし ゆう

博応甲第３号

学位（博士）取得者一覧（平成２３年７月～平成２４年１１月）

【獣医学専攻　博士課程】

所属教室学位授与年月日氏　　名学位記番号

　獣医衛生学　平成 24年 3月 12 日
 Mohamed 
むはんまど

 Mahdi 
まはでぃ

 Alshahni 
あれしゃふに

博獣甲第１４６号

獣医放射線学平成 24年 3月 12 日 桑原 　 孝幸 
くわばら たかゆき

博獣甲第１４７号

比較動物医学平成 24年 3月 12 日
 Pudcharaporn 

ぱっどちゃらぽん

 Kromkhun 
くろむかん博獣甲第１４８号

獣医外科学平成 24年 3月 12 日 宗像 　 俊太郎 
むなかた しゅんたろう

博獣甲第１４４号

獣医病理学平成 24年 3月 12 日 吉村 　 久志 
よしむら ひさし

博獣甲第１４５号

獣医生理化学平成 24年 3月 12 日 森 　 伸子 
もり のぶこ

博獣甲第１４６号

獣医公衆衛生学平成 24年 1月 27 日 藤間 　 昭勝 
ふじま あきかず

博獣乙第３０４号

獣医公衆衛生学平成 24年 2月 24 日 嶋田 　ちひろ
しまだ

博獣乙第３０５号

比較動物医学平成 24年 3月 12 日
 Wirasak 
うぃーらさっく

 Fungfuang 
ふんふぁん博獣乙第３０６号

比較動物医学平成 24年 3月 12 日 斯欽 　 高娃 
すちん ごわ

博獣乙第３０７号

運動科学平成 24年 3月 12 日饌 部
はまべ

    　 浩一 
ひろかず

博獣乙第３０８号

獣医外科学平成 24年 3月 12 日 増田 　 弘行 
ますだ ひろゆき

博獣乙第３０９号

獣医解剖学平成 24年 3月 12 日 山根 　 哲也 
やまね てつや

博獣乙第３１０号

獣医外科学平成 24年 11 月 26 日 荒井 　 延明 
あらい のぶあき

博獣乙第３１１号

【応用生命科学学専攻　博士後期課程】

所属教室学位授与年月日氏名学位記番号

動物栄養学平成 24年 3月 12 日 鄭 　　 眞淑 
じょん じんじゅく

博応乙第１号

お
詫
び　

第　

号
の
編
集
上
の
手
違
い
に
よ
り
、
一
昨
年
の
学
位
取
得
者
が
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

４３

改
め
て
記
載
し
、
お
詫
び
致
し
ま
す
。

平成２５年度学生表彰
学長賞他受賞者

氏名学年学科代表者種別

赤津　佳菜子6年獣医学科学長賞

兼田　裕希4年獣医保健看護学科学長賞

石井　春加4年動物科学科学長賞

土屋　りえ4年食品科学科学長賞

鵜飼　正保6年獣医学科社）日本獣医師会褒章

濱野　万由6年獣医学科同窓会長賞

加藤　真理子4年獣医保健看護学科同窓会長賞

蛯名　良充4年動物科学科同窓会長賞

安西　めぐみ4年食品科学科同窓会長賞

■ 

平
成　

年
度
学
生
表
彰

２４

　

学
長
賞
、
公
益
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
褒

賞
、
同
窓
会
長
賞
は
最
終
学
年
を
対
象
と
し
て
選

出
さ
れ
、
武
蔵
野
賞
は
各
学
年
か
ら
選
出
さ
れ

る
。
授
与
は
最
終
学
年
は
学
位
記
授
与
式
に
て
表

彰
さ
れ
、
在
学
生
は
入
学
式
に
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―
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田中　菜都子2年獣医学科
釣田　奈菜恵2年獣医学科
池田　悠真2年獣医学科
藤原　万里子3年獣医学科
池田　紘子3年獣医学科
目澤　咲綾3年獣医学科
林　麻央4年獣医学科
齋藤　那美香4年獣医学科
西村　友璃4年獣医学科
羽原　誠5年獣医学科
岡元　千明5年獣医学科
古山　裕樹5年獣医学科
戸上　絵理6年獣医学科
上原　裕司6年獣医学科
竹下　恭平6年獣医学科

田島　広大4年動物科学科
勝又　彩4年動物科学科
森山　雄太4年動物科学科
川島　彩2年食品科学科
西塚　菜穂子2年食品科学科
森　名丘2年食品科学科
洲合　千尋3年食品科学科
松本　莉沙3年食品科学科
闍久　未樹3年食品科学科
宮本　友香4年食品科学科
白倉　敏子4年食品科学科
栗田　裕己4年食品科学科

松永　惟2年獣医保健看護学科
梅津　萌子2年獣医保健看護学科
近藤　真由香2年獣医保健看護学科
小林　茉結3年獣医保健看護学科
杉浦　奈都子3年獣医保健看護学科
松尾　真希子3年獣医保健看護学科
石田　美保4年獣医保健看護学科
青木　幸奈4年獣医保健看護学科
平松　朋子4年獣医保健看護学科
闍橋　菜摘2年動物科学科
沼田　歩美2年動物科学科
鳥居　奈央2年動物科学科
安田　紗紀恵3年動物科学科
金子　一規3年動物科学科
山田　萌3年動物科学科

武蔵野賞受賞者

�
　　

　
　

獣
医
学
科
長 

河 

上 

栄 

一

　

平
成　

年
度
の
獣
医
師
国
家
試
験
（
第　

回

２４

６４

目
）
は
、
今
年
の
２
月　

日
・　

日
の
２
日
間
、

１９

２０

北
海
道
・
東
京
・
福
岡
の
３
箇
所
の
会
場
で
実
施

さ
れ
た
。
東
京
の
会
場
と
し
て
は
、
江
東
区
に
あ

る
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
ビ
ル
が
利
用
さ
れ
た
。
現
在
、
獣

医
師
国
家
試
験
は
、
必
須
問
題　

問
、
学
説
試
験

５０

１
６
０
問
、
実
地
に
関
す
る
試
験
１
２
０
問
と

し
、
多
肢
選
択
方
式
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
。
第
１
日
目
に
必
須
問
題
試
験

と
学
説
試
験
が
実
施
さ
れ
、
第
２
日
目
に
実
地
試

験
と
な
る
。

　

全
国
の
大
学
の
試
験
結
果
は
表
に
記
載
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
平
成　

年
度
の
本
学
学
生
の
獣
医

２４

師
国
家
試
験
（
第　

回
目
）
合
格
率
は
、　

・
３

６４

９４

％
と
、
全
国　

大
学
の
獣
医
学
科
で
第
６
位
の
合

１６

格
率
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
１
位
は
、
岐
阜
大
学
・

山
口
大
学
・
宮
崎
大
学
の
１
０
０
％
で
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
大
学
の
受
験
者
数
は
わ
ず
か　

〜　

名

３０

３３

と
少
な
く
、
本
学
の
場
合
、
受
験
者
数　

名
中　

８８

８３

名
の
学
生
が
合
格
で
き
た
わ
け
で
あ
り
、
私
立
５

大
学
の
中
で
は
第
１
位
で
、
良
い
結
果
で
あ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第　

回
・
第　

回
お

６１

６２

よ
び
第　

回
の
獣
医
師
国
家
試
験
に
お
い
て
も
、

６３

本
学
学
生
の
合
格
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ　

・
９
％
、

９８

■ 
平
成　

年
度
の

２４

 　

獣
医
師
国
家
試
験
の
結
果

　
�

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

月
７
月
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

２３

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
２
年
半
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
の
間
、
教
職
員
の
協
力
の

元
、
学
生
へ
の
進
路
指
導
の
充
実
を
図

り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
効
果
が
表
れ
学

科
別
に
次
の
通
り
就
職
成
果
と
な
り
ま

し
た
。
学
科
別
の
就
職
内
定
率
で
す

が
、
獣
医
学
科　

・
５
％
、
獣
医
保
健

９４

看
護
学
科　

・
４
％
、
動
物
科
学
科

９７

　

・
０
％
、
食
品
科
学
科　

・
７
％
と

９５

９４

こ
の
就
職
難
の
中
、
各
学
科
と
も
高
い

内
定
率
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。
各
学
科

別
の
内
訳
で
す
が
、
獣
医
学
科
で
は
就

職
者
の
う
ち
、
本
学
の
特
徴
で
も
あ
る

小
動
物
医
師
が　

・
３
％
と
高
く
こ
こ

５８

数
年
一
定
し
た
割
合
で
す
。
ま
た
、
公

務
員
獣
医
師
を
目
指
す
学
生
の
比
率
も

　

・
３
％
と
高
く
な
り
、
農
林
水
産

１４省
・
地
方
公
務
員
の
道
に
進
ん
で
い
ま

す
。
獣
医
保
健
看
護
学
科
で
は
就
職
者

の
う
ち
、
動
物
病
院
看
護
師
が　

・
８

４８

％
と
昨
年
比
８
・
８
％
増
と
上
昇
し
ま

し
た
。
そ
の
影
響
で
、
医
薬
品
・
食

■ 
平
成　

年
度
卒
業
生
就
職
状
況

２４

品
・
検
査
業
界
に
就
職
し
た
学
生
が

　

・
４
％
と
７
・
２
％
減
少
し
ま
し
た
。

３０特
殊
法
人
・
公
務
員
・
教
育
関
係
は
８
・

５
％
と
ほ
ぼ
例
年
の
数
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
動
物
科
学
科
で
は
、
畜
産
系
へ

の
就
職
率
が
下
が
り
、
動
物
を
テ
ー
マ

に
し
た
多
様
な
就
職
先
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。
就
職
者
の
う
ち
、
動
物

実
験
・
治
験
検
査
関
係
で　

・
５
％
と

２０

高
い
比
率
を
示
し
、
食
品
製
造
・
外
食

関
連
で　

・
６
％
、
農
業
団
体
・
動
物

１７

園
含
む
特
殊
法
人
で
８
・
８
％
な
ど
職

種
へ
の
偏
り
が
な
く
就
職
し
て
い
ま

す
。
食
品
科
学
科
で
は
食
品
製
造
業
が

根
強
く
人
気
傾
向
で
す
が
、
今
年
は
就

職
者
の
う
ち
、
９
・
９
％
と
年
々
そ
の

比
率
が
低
下
傾
向
に
あ
り
、
変
わ
っ
て

食
品
流
通
業
の
商
社
・
卸
、
外
食
産
業

な
ど
の
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
関
連
が　

・
２３

９
％
、
食
品
衛
生
学
が
活
か
せ
る
検
査

分
析
・
衛
生
業
な
ど
に
就
く
比
率
が
高

ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
本
学
の
最
大
の

武
器
で
あ
る
獣
医
学
を
ベ
ー
ス
と
し
た

知
識
・
技
術
の
強
み
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
業
界
で
の
活
躍
の
場
を
求
め
、

各
界
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
輩
出
し
て
い

き
ま
す
。
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・
５
％
お
よ
び　

・
９
％
と
、
こ
の
４
年
間　

９０

９８

９０

％
以
上
の
合
格
率
を
維
持
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
教
員
に
よ
る
獣
医
師
国
家
試
験
対

策
委
員
会
が
あ
り
、
獣
医
学
科
長
・
６
年
生
の
担

任
・
５
年
生
の
担
任
を
含
め
、　

名
の
獣
医
学
科

２０

教
員
が
こ
の
委
員
会
の
委
員
と
な
っ
て
、
獣
医
師

国
家
試
験
の
勉
強
に
励
む
６
年
生
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
委
員
会
と
は
別
に
、

獣
医
学
教
育
促
進
室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
国
家

試
験
対
策
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
。
６
年
生
は
、

夏
期
休
暇
明
け
の
９
月
末
か
ら
、
約　

名
ず
つ
の

１０

小
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
国
家
試
験
勉
強
に
専
念

し
ま
す
。　

月
上
旬
か
ら
は
、
国
家
試
験
対
策
を

１０

主
な
目
的
と
す
る
「
総
合
獣
医
学
」
と
称
す
る
講

義
が
始
ま
り
、　

月
下
旬
ま
で
の
毎
日
、
各
科
目

１１

担
当
の
先
生
に
よ
っ
て
専
門
科
目
の
講
義
が
実
施

さ
れ
、
６
年
生
は
国
家
試
験
勉
強
に
必
要
な
知
識

を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
国
家
試

験
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
目
的
に
、　

月
下
旬
と
１

１１

月
下
旬
に
国
家
試
験
の
模
擬
試
験
を
学
内
で
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
模
擬
試
験
の
点
数
等
を
参
考
に

し
て
、
学
生
は
、
不
足
し
て
い
る
箇
所
を
認
識

し
、
最
終
的
な
試
験
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
様
な
国
家
試
験
対
策
を
今
年
度

も
実
施
し
て
、
６
年
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お

り
、
６
年
生
は
、
日
々
、
勉
学
に
励
ん
で
い
る
の

で
、
平
成　

年
度
の
第　

回　

獣
医
師
国
家
試
験

２５

６５

（
平
成　

年
２
月　

日
・　

日
に
実
施
）
の
合
格

２６

１８

１９

率
も
、良
い
成
績
と
な
る
事
を
、確
信
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

大学別獣医師国家試験の結果
第61回（平成 21 年度）第 62 回（平成 22 年度）第 63 回（平成２３年度）第 64回（平成２４年度）

大学名区分
合格率合格者数受験者数合格率合格者数受験者数合格率合格者数受験者数合格率合格者数受験者数

92.9%394295.2%404293.2%414497.6%4142北海道大学

新
卒
別

100.0%404094.9%373995.5%424494.1%3234帯広畜産大学

97.1%343596.9%313284.8%283382.9%2935岩手大学

100.0%262697.0%323391.4%323596.6%2829東京大学

84.2%323885.7%364297.3%363790.0%3640東京農工大学

93.8%303283.9%263191.2%3134100.0%3232岐阜大学

97.1%343594.3%333595.2%404293.9%3133鳥取大学

93.1%272991.2%313496.8%3031100.0%3333山口大学

84.8%283380.8%212697.1%3435100.0%3030宮崎大学

91.4%323591.2%3134100.0%292988.6%3135鹿児島大学

93.3%424591.1%414590.5%384291.1%4145大阪府立大学

90.6%12613996.2%12613183.7%11814185.8%121141酪農学園大学

94.9%13013791.2%13514893.8%13614586.1%124144北里大学

98.9%868790.5%869598.9%909194.3%8388日本獣医生命科学大学

91.8%12313487.9%12414185.4%11713792.4%133144日本大学

85.6%13115387.2%14316487.5%12614485.6%131153麻布大学

92.3%960104090.8%973107291.0%9681,06490.4%9561,058新卒者数計

53.5%14727538.1%7519746.2%9119734.0%64188既　卒　者

66.7%4666.7%4620.0%1575.0%34受験資格認定者

－－－－－－－－－－－－予備試験合格者

84.1%1111132182.5%1052127583.7%1,0601,26681.8%1,0231,250合　　計

　
�学

術
交
流
会
実
行
委
員
長 

左 

向 

敏 

紀

　

第　

回
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
術
交
流
会

２９

は
、
平
成　

年　

月
９
日
（
土
）
本
学
教
育
棟
で

２５

１１

開
催
さ
れ
た
。
平
成　

年
度
梅
野
信
吉
賞
受
賞
者

２４

で
あ
る
小
林
史
幸
助
教
（
食
品
工
学
）
に
よ
る
特

別
講
演
の
他
、
５
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　

基
礎
・
応
用
分
野
か
ら
「
動
物
の
問
題
行
動
を

科
学
す
る
」
と
し
て
樺
山
実
幸
助
教
（
獣
医
解
剖

学
）、
横
須
賀
誠
准
教
授
（
比
較
動
物
医
学
）、
入

交
真
巳
講
師
（
獣
医
臨
床
病
理
学
）、
水
越
美
奈

准
教
授
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）、
お
よ

び
「
日
本
の
食
の
安
全
と
安
心
を
考
え
る
」
と
し

て
栗
本
ま
さ
子
客
員
教
授
、
吉
村
史
朗
特
任
教

授
、
吉
田
充
教
授
（
食
品
安
全
学
）、
永
松
美
希

教
授
（
食
科
自
然
共
生
経
済
学
）
の
講
演
が
行
わ

れ
た
。

　

臨
床
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
二
次
診
療
施
設
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
病
院
の
安
田
暁
子
助

手
、
鴫
原
果
映
助
手
、
弥
吉
直
子
、
澤
田
治
美
助

手
、
お
よ
び
「
基
本
は
外
さ
な
い
！
」
と
し
て
藤

田
道
郎
教
授
（
獣
医
放
射
線
学
）、
竹
村
直
行
教

授
（
獣
医
内
科
学
第
二
）
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

動
物
看
護
学
卒
後
講
習
は
、「
獣
医
師
と
動
物

看
護
師
と
の
架
け
橋
」
と
銘
打
っ
て
、
呰
上
大
吾

■ 
平
成　

年
度

２５

 　

第　

回
学
術
交
流
会
に
つ
い
て

29
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講
師
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）、
左
向
敏

紀
教
授
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）、
百
田

豊
講
師
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）、
松
原

孝
子
講
師
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）、
神

谷
新
司
教
授
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）
の

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

一
般
の
発
表
は　

題
が
あ
り
、
５
題
の
優
秀
賞

３８

が
選
ば
れ
た
。
な
お
参
加
者
は
３
０
２
名
と
大
変

多
く
、
各
会
場
と
も
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

学
術
交
流
会
終
了
後
、
生
協
食
堂
「
む
ら
さ

き
」
で
優
秀
賞
の
褒
賞
が
行
わ
れ
た
あ
と
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。

　

平
成　

年
度
の
学
術
交
流
会
は
合
同
教
育
棟
の

２６

完
成
を
記
念
し
て
、
合
同
教
育
棟
で
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。多
く
の
先
生
、同
窓
生
お
よ
び
学

生
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

　
�選

考
委
員
長　

獣
医
学
部
長 

新 

井 

敏 

郎

　

平
成　

年
度
梅
野
信
吉
賞
は
食
品
工
学
科
の
小

２４

林
史
幸
助
教
に
決
定
し
た
。

　

小
林
先
生
は
平
成　

年
３
月
に
広
島
大
学
大
学

１９

院
生
物
生
産
シ
ス
テ
ム
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了

し
（
生
物
生
産
学
博
士
を
取
得
）、
そ
の
後
、
明

治
大
学
研
究
・
知
財
戦
略
機
構
で
ポ
ス
ト
ド
ク

タ
ー
と
し
て
研
究
に
３
年
間
従
事
し
、
平
成　

年
２２

４
月
に
本
学
応
用
生
命
科
学
部
食
品
科
学
科
に
助

教
と
し
て
着
任
し
た
。
こ
の
間
、
食
品
の
殺
菌
に

関
す
る
研
究
を
続
け
、
そ
の
内
容
が
高
く
評
価
さ

れ
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。
梅
野
信
吉
賞
受
賞

テ
ー
マ
は
「
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
化
し
た
加
圧
二
酸

化
炭
素
に
よ
る
食
品
の
殺
菌
・
酵
素
失
活
に
関
す

る
研
究
」
で
あ
っ
た
。
研
究
の
概
要
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
﹇
概
要
﹈　

通
常
、
消
費
者
の
も
と
に
届
く
食
品

は
、
通
常
、
加
熱
に
よ
る
殺
菌
・
酵
素
失
活
処
理

を
施
す
こ
と
で
安
全
性
や
保
存
中
の
品
質
が
保
た

れ
て
い
る
が
、
熱
に
よ
る
品
質
低
下
は
否
め
な

い
。
食
品
の
殺
菌
・
酵
素
失
活
の
理
想
は
、
い
か

に
品
質
低
下
を
招
か
ず
に
安
全
性
を
確
保
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
数
十
気
圧
下
で

二
酸
化
炭
素
ガ
ス
を　

ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
微
小
な

５０

気
泡
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
）
に
し
て
液
体
食
品
中

に
供
給
す
る
こ
と
で
品
質
低
下
を
招
か
ず
に
食
品

■ 
平
成　

年
度

２４

 　

梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
決
定

の
殺
菌
・
酵
素
失
活
を
可
能
に
す
る
技
術
を
開
発

し
た
。
こ
の
二
酸
化
炭
素
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
技
術

に
よ
り
、
清
酒
の
品
質
劣
化
を
引
き
起
こ
す
火
落

菌
な
ら
び
に
酵
素
を
失
活
さ
せ
、
清
酒
の
品
質
を

非
常
に
良
好
な
状
態
で
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
現
在
は
、
二
酸
化
炭
素
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
を

清
酒
製
造
時
に
お
け
る
殺
菌
・
酵
素
失
活
技
術
と

し
て
実
用
化
す
る
た
め
に
酒
蔵
メ
ー
カ
ー
と
の
共

同
研
究
な
ら
び
に
二
酸
化
炭
素
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル

技
術
の
殺
菌
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
の
基

礎
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

梅
野
信
吉
賞
の
授
賞
式
は
、
平
成　

年
４
月
の

２５

本
学
入
学
式
の
中
で
行
わ
れ
、
池
本
卯
典
学
長
か

ら
賞
状
と
副
賞
（
同
窓
会
贈
呈
）
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
本
年　

月
９
日
に
本
学
を
会
場
と
し
て
開

１１

催
さ
れ
た
第　

回
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
術

２９

交
流
会
に
お
い
て
受
賞
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
多

く
の
同
窓
生
、
教
員
、
学
生
を
前
に
先
生
の
優
れ

た
研
究
内
容
が
披
露
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

�

　

教
務
・
学
生
課

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
で
は
平
成　

年
度
入

２５

学
試
験
に
お
い
て
、
僅
か
な
が
ら
志
願
者
数
を
伸

ば
し
て
い
る
。

　
　

歳
人
口
と
大
学
（
短
大
を
除
く
）
へ
の
入
学

１８
者
数
・
進
学
率
等
の
推
移
か
ら
、
近
年
、
進
学
率

の
上
昇
を
も
っ
て
、　

歳
人
口
の
減
少
を
カ
バ
ー

１８

■ 
平
成　

年
度 
入
学
試
験
結
果

２４

し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。　

％
に
届
く
ほ

５０

ど
の
進
学
率
か
ら
、
さ
ら
な
る
上
昇
は
期
待
で
き

ず
、
わ
が
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
か
ら
少
な
く
と

も
今
後　

年
間
は　

歳
人
口
が
増
え
る
こ
と
は
な

１８

１８

い
。

　

こ
の
よ
う
に
本
学
を
含
む
高
等
教
育
機
関
を
取

り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
く
、
平
成　

年
度
以

２６

降
も
大
学
教
職
員
そ
し
て
同
窓
生
が
一
丸
と
な
っ

て
、
質
の
良
い
後
輩
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

　

平
成　

年
度
入
学
試
験
で
は
、
札
幌
及
び
広
島

２５

の
試
験
会
場
を
廃
止
し
福
岡
を
追
加
し
た
。
獣
医

学
科
は
東
京
・
大
阪
・
福
岡
の
３
会
場
か
ら
、
獣

医
学
科
を
除
く
３
学
科
は
東
京
・
大
阪
・
仙
台
・

福
岡
の
４
会
場
か
ら
の
選
択
と
な
る
。

　

獣
医
保
健
看
護
学
科
及
び
食
品
科
学
科
に
編
入

学
試
験
〔
入
学
年
次
は
２
年
次
又
は
３
年
次
〕、

食
品
科
学
科
に
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
験

（
第
２
回
）
を
導
入
し
た
。

　

平
成　

年
度
入
学
試
験
で
は
、
獣
医
学
科
の
編

２６

入
学
試
験
（
学
士
）　
〔
入
学
年
次
は
２
年
次
〕
を

廃
止
し
特
別
選
抜
入
学
試
験
（
学
士
）　
〔
入
学
年

次
は
１
年
次
〕
を
導
入
し
た
。
獣
医
学
科
を
除
く

３
学
科
で
は
、
一
般
入
学
試
験
（
第
２
回
）
に
お

け
る
併
願
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
入
学
検
定
料

を
従
来
の
金
融
機
関
窓
口
（
郵
便
局
を
除
く
）
だ

け
で
な
く
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利

用
及
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
払
い
込
み

を
可
能
と
し
た
。

学術講演会会場
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倍　率合格者数受験者数志願者数
試験区分学

科
学
部

H254H25H254H25H254H25H254H25

3.96 3.67 24 24 95 88 99 90 一般公募推薦〔推薦〕

獣
医
学
科

獣
医
学
部

5.00 ―1 0 5 4 6 4 社会人〔特別選抜〕

1.00 4.00 1 1 1 4 1 4 帰国子女

4.50 2.40 4 5 18 12 18 12 獣医師後継者育成及び
地域獣医療支援

13.40 18.71 47 34 630 636 630 639 センター試験利用入試

9.18 10.56 101 104 927 1,098 927 1,103 一般入学試験 ( 第 1回 )

21.84 16.52 19 25 415 413 463 469 一般入学試験 ( 第 2回 )

19.00 10.00 2 3 38 30 38 30 学士〔編入学〕

――199 196 2,129 2,285 2,182 2,351 合　計

2.73 2.82 30 28 82 79 83 79 一般公募推薦〔推薦〕
獣
医
保
健
看
護
学
科

5.34 3.93 41 54 219 212 219 212 センター試験利用入試

3.92 3.24 101 119 396 385 406 389 一般入学試験 ( 第 1回 )

6.78 5.09 9 11 61 56 62 60 一般入学試験 ( 第 2回 )

――181 212 758 732 770 740 合　計

――380 408 2,887 3,017 2,952 3,091 学　部　合　計

1.48 1.08 27 25 40 27 40 27 一般公募推薦〔推薦〕

動
物
科
学
科

応
用
生
命
科
学
部

1.00 1.00 2 1 2 1 2 1 指定校推薦

――0 0 0 0 0 1 帰国子女〔特別選抜〕

10.50 4.27 20 41 210 175 210 175 センター試験利用入試

2.93 2.70 158 157 463 424 474 433 一般入学試験 ( 第 1回 )

1.63 16.50 27 6 44 99 54 108 一般入学試験 ( 第 2回 )

――234 230 759 726 780 745 合　計

1.19 2.07 16 14 19 29 19 29 一般公募推薦〔推薦〕

食
品
科
学
科

1.00 1.00 14 17 14 17 14 17 指定校推薦

―1.00 0 1 0 1 0 1 帰国子女〔特別選抜〕

6.67 7.39 3 18 20 133 136 133 センター試験利用入試 (第 1回 )

―6.00 ―1 ―6 ―6 センター試験利用入試 (第 2回 )

2.21 2.35 116 113 256 266 263 276 一般入学試験 ( 第 1回 )

8.33 8.50 6 6 50 51 60 59 一般入学試験 ( 第 2回 )

―――0 ―1 ―1 編入学〔編入学〕

―1.00 ―1 ―1 ―1 学士

――155 171 359 505 492 523 合　計

――389 401 1,118 1,231 1,272 1,268 学　部　合　計

――769 809 4,005 4,248 4,224 4,359 総　合　計　

平成２５年度入学試験結果

※ 編入学・編入学 (学士 ) を除く平成２５年度入学者数
96名　獣医学科
100 名　獣医保健看護学科
100 名　動物科学科
89名　食品科学科
385 名　合　計

入学者数地区学
科

学
部

0北海道

獣
医
学
科

獣
医
学
部

0東北

77関東甲信越

1北陸

1東海

8近畿

3中国

2四国

3九州・沖縄

1その他

0北海道

獣
医
保
健
看
護
学
科

0東北

84関東甲信越

1北陸

6東海

4近畿

2中国

1四国

1九州・沖縄

1その他

0北海道

動
物
科
学
科

応
用
生
命
科
学
部

3東北

83関東甲信越

0北陸

8東海

2近畿

0中国

1四国

3九州・沖縄

0その他

0北海道

食
品
科
学
科

0東北

86関東甲信越

1北陸

0東海

1近畿

0中国

0四国

0九州・沖縄

1その他

平成２５年度地区別入学者数



（16）日本獣医生命科学大学同窓会報　第 ４４ 号平成 ２６ 年１月

�

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年
４
月
５
日
（
金
）
午
前　

時
か
ら

２５

１０

「
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
式
」
が
ア
リ
ー

ナ
（
体
育
館
）
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

獣
医
学
専
攻
博
士
課
程
５
名
、
獣
医
保
健
看
護

■ 
平
成　

年
度 

入
学
式

２５

入学式会場

学
専
攻
博
士
前
期
課
程
５
名
、
同
後
期
課
程
１

名
、
応
用
生
命
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
９
名
、

同
後
期
課
程
２
名
、
獣
医
学
科　

名
、
獣
医
保
健

９６

看
護
学
科
１
０
０
名
、
動
物
科
学
科
１
０
０
名
、

食
品
科
学
科　

名
、
獣
医
学
科
学
士
編
入
生
３

８９

名
、
食
品
科
学
科
学
士
編
入
生
１
名
の
合
計
４
１

１
名
が
入
学
し
た
。

�

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年
３
月　

日
（
水
）
午
前　

時
か
ら
、

２５

１３

１０

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
「
平
成　

年
度
学
位
記

２４

■ 
平
成　

年
度 
学
位
記
授
与
式

２４

授
与
式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体
育
館
）
に
お
い
て
挙

行
さ
れ
た
。

　

午
前
中
に
学
部
、
午
後
に
大
学
院
の
授
与
式
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

　

午
前
中
の
学
部
学
位
記
授
与
式
で
は
、
獣
医
学

科　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科　

名
、
動
物
科
学

８９

９８
科　

名
、
食
品
科
学

７８
科　

名
の
合
計
３
４

７８
３
名
に
学
位
記
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
の
大
学

院
学
位
記
授
与
式
で

は
、
獣
医
学
専
攻
博

士
課
程
修
了
者
及
び

論
文
審
査
合
格
者　
１０

名
、
獣
医
保
健
看
護

学
専
攻
博
士
前
期
課

程
修
了
者
８
名
、
応

用
生
命
科
学
専
攻
博

士
前
期
課
程
修
了
者

及
び
博
士
後
期
課
程

修
了
者　

名
の
合
計

１３

　

名
に
学
位
記
が
手

３１渡
さ
れ
た
。

池本学長の祝辞
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�

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年　

月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
）
に

２５

１１

本
学
に
お
い
て
、第　

回
日
獣
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

６４

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
初
日
２
、
１
６
３
名
、
２
日

目
３
、
３
２
４
名
、
合
計
で
５
、
４
８
７
人
も
の

来
場
者
が
あ
っ
た
。

　

日
獣
祭
実
行
委
員
が
半
年
か
け
て
準
備
を
行
っ

て
き
た
数
々
の
催
し
物
、
研
究
室
や
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
の
展
示
、
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
等

大
勢
の
来
場
者
の
前
で
披
露
さ
れ
た
。

■ 
平
成　

年
度 
日
獣
祭

２５

大学祭発表会

ペット連れの人たちも

イベント会場

学術展示会場

大学祭正面入口
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�

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年　

月　

日
（
水
）、
秋
晴
れ
の
中
、

２５

１１

１３

武
蔵
野
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
体
育
会
ク
ラ
ブ
や

研
究
室
を
中
心
と
し
た
学
生
約
３
０
０
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
。

　

各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
る
べ
く

各
種
目
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

■ 
平
成　

年
度 
体
育
祭

２５

←
表
彰
式

←
騎
馬
戦

つなひき

献花する参加学生

学
研
究
科
長
、
神
谷
獣
医
保
健
看
護
学
科
長
、
天

尾
動
物
科
学
科
長
、
小
山
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
院

長
、
左
向
牧
場
長
、
池
田
生
命
科
学
共
同
研
究
施

設
長
、
鈴
木
動
物
実
験
委
員
会
委
員
長
、
鈴
木
学

友
会
会
長
の
指
名
献
花
の
後
、
教
職
員
、
学
生
等

約
３
０
０
名
の
参
列
者
が
献
花
し
、
動
物
達
の
冥

福
を
祈
っ
た
。

�

庶
務
課

　
　

月　

（
木
）
正
午
よ
り
本
学
「
仁
畜
の
碑
」

１０

３１

前
に
て
、
平
成　

年
度
動
物
慰
霊
祭
が
、
無
宗
教

２５

献
花
方
式
を
も
っ
て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ

た
。
開
式
の
言
葉
に

続
き
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
、
続
い
て
池
本
卯

典
学
長
よ
り
「
本
日

あ
ら
た
め
て
実
験
動

物
の
役
割
と
そ
の
貢

献
を
認
識
し
、
犠
牲

と
な
っ
た
多
く
の
動

物
達
に
心
か
ら
感
謝

の
意
を
捧
げ
た
い
」、

学
生
代
表
鈴
木
清
文

学
友
会
会
長
よ
り

「
動
物
と
接
す
る
に

当
た
り
常
に
学
生
と

し
て
学
ぶ
目
的
を
明

確
に
持
ち
、
真
摯
な

態
度
と
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
」
と

の
そ
れ
ぞ
れ
追
悼
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

池
本
学
長
、
田
中

大
学
院
獣
医
生
命
科

■ 
平
成　

年
度 
動
物
慰
霊
祭
を
挙
行

２５
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し
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
日
本
医

科
大
学
の
基
礎
科
学
課
程
が
新
丸
子
よ
り
移
転
し

て
く
る
。

　

合
同
教
育
棟
（
仮
称
）
は
、
災
害
に
強
い
建
物

で
あ
り
、
不
測
事
態
に
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
確
保

　

施
設
管
理
課

　

合
同
教
育
棟
（
仮
称
）
建
設
工
事
は
、
平
成　
２４

年
７
月　

日
に
地
鎮
祭
が
挙
行
さ
れ
、
７
月　

日

１４

１８

よ
り
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。

　

準
備
工
事
を
経
て
、
９
月
よ
り
本
格
的
に
工
事

が
始
ま
り
、
山
留
工
事
、
根
伐
工
事
、
基
礎
底
盤

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
と
進
み
、
平
成　

年
１
月
下

２５

旬
よ
り
本
学
で
は
初
め
て
と
な
る
免
震
構
造
の
装

置
が
設
置
さ
れ
た
学
舎
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
建
物
本
体
の
躯
体
工
事
へ
と
移
り
、

　

月
下
旬
現
在
で
７
階
の
壁
お
よ
び
屋
上
階
床
部

１１分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
施
工
さ
れ
た
。　

月
１２

中
旬
に
は
、
屋
上
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
完

了
し
た
。
ま
た
、　

月　

日
に
法
人
関
係
者
お
よ

１２

１８

び
工
事
関
係
者
に
て
、
略
式
の
上
棟
式
が
開
催
さ

れ
た
。

　

内
装
工
事
に
つ
い
て
も
地
下
１
階
の
武
道
場
を

含
む
運
動
施
設
、
動
物
実
験
施
設
よ
り
順
次
進
め

ら
れ
て
い
る
。
内
装
工
事
完
了
後
に
行
政
の
諸
検

査
等
を
経
て
、
平
成　

年
３
月　

日
に
、
引
渡
し

２６

１４

を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

　

３
月　

日
か
ら
新
規
備
品
什
器
な
ど
の
教
育
研

１７

究
機
器
が
据
え
付
け
ら
れ
た
後
、
獣
医
保
健
看
護

学
科
・
動
物
科
学
科
・
食
品
科
学
科
の
３
学
科
お

よ
び
学
長
室
を
含
む
事
務
管
理
部
門
等
の
引
っ
越

さ
れ
、
両
大
学
の
学
生
が
安
心
し
て
教
育
・
研
究

が
で
き
る
施
設
と
な
る
。
ま
た
、
学
生
間
の
交
流

も
盛
ん
と
な
り
、
武
蔵
境
キ
ャ
ン
パ
ス
は
よ
り
賑

や
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。

合
同
教
育
棟（
仮
称
）の
建
設
進
捗
状
況

南側道路より見た完成図

　　　　　　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

も
何
卒
よ
ろ
し
く
御
指
導
下
さ
い
。

　

昨
年
師
走
の
７
日
、
武
蔵
境
駅
北
口
が
開

門
し
ま
し
た
。
南
口
と
同
様
に
緑
の
門
《
武

蔵
境
駅
》
そ
の
門
を
抜
け
る
と
ス
キ
ッ
プ
通

り
、
道
路
は
広
く
な
い
が
整
っ
た
商
店
街
、

並
立
し
た
ビ
ル
の
１
・
２
階
は
殆
ど
商
店
で

あ
り
、
三
鷹
や
吉
祥
寺
に
出
掛
け
な
く
て
も

欲
し
い
物
は
揃
い
、
満
腹
、
満
喫
で
き
ま

す
。

　

反
対
に
は
昨
年
新
設
開
門
し
た
武
蔵
境
駅

南
口
、
駅
前
は
緑
濃
い
大
ロ
ー
タ
リ
ー
、
正

面
は
５
階
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
東
館
、
道
路

を
隔
て
左
に
西
館
、
東
京
西
都
で
は
売
上
げ

１
位
の
ス
ー
パ
ー
と
か
。
街
並
み
は
北
口
に

新　

年　

に　

回　

想

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
長　

池 

本 

卯 

典
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勝
る
巨
大
な
高
層
建
築
群
、
ま
さ
に
駅
前
高

級
マ
ン
シ
ョ
ン
街
。
昭
和　

年
中
期
ま
で
は

３０

南
口
無
き
武
蔵
境
駅
で
し
た
。
北
口
で
下
車

し
て
右
に
、
さ
ら
に
右
折
し
て
開
か
ず
の
踏

切
。
授
業
開
始
の
ベ
ル
を
踏
切
手
前
で
聞

き
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
無
理
に
潜
り
抜
け
駅
員

の
警
笛
と
怒
り
声
を
同
窓
生
の
皆
様
は
経
験

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

武
蔵
境
は
東
京
西
都
の
文
教
地
区
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
日
本
獣
医
畜
産
大

学
、
亜
細
亜
大
学
、
武
蔵
野
女
子
大
学
（
現

在
は
武
蔵
野
大
学
）
が
近
郊
の
３
大
学
、
近

年
、
武
蔵
境
駅
を
下
車
駅
と
す
る
大
学
は
国

際
基
督
教
大
学
、
電
気
通
信
大
学
、
東
京
外

国
語
大
学
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
、
日
本
赤

十
字
看
護
大
学
、
東
京
神
学
大
学
な
ど
を
加

え
９
大
学
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
明
年
春

か
ら
は
日
本
医
科
大
学
の
基
礎
医
科
学
課
程

の
１
１
４
人
も
加
わ
り
ま
す
。

　

学
校
と
い
え
ば
、
昨
今
の
教
育
再
生
会
議

に
お
け
る
話
題
は
６
・
３
・
３
制
改
革
論
、

し
か
し
現
状
は
相
変
わ
ら
ず
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
は　

才
ま
で
、
高
等
学
校
を

１８

終
え
る
と
約
８
０
０
の
大
学
が　

才
人
口
の

１８

約　

％
を
吸
収
し
、
大
学
以
外
に
専
門
学

５０
校
、
各
種
学
校
な
ど
も
入
学
生
を
待
っ
て
い

ま
す
。
大
学
院
は
大
学
数
と
比
例
し
、
年
毎

に
院
生
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
獣
医
畜
産
大
学
当
時
に
は
附

属
高
等
学
校
と
し
て
武
蔵
境
高
等
学
校
が
併

設
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
史
実
に
よ
る
と
、
昭
和　

年
２
月　

日

２３

２０

に
認
可
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
授
業
を
開

始
。
目
的
は
、
地
域
社
会
の
要
請
に
応
え
勤

労
青
少
年
に
広
く
教
育
の
機
会
を
与
え
る
こ

と
で
あ
り
、
修
業
年
限
４
年
の
定
時
制
高
等

学
校
で
し
た
。

　

裏
事
情
に
よ
る
と
、
新
制
大
学
に
昇
格
す

る
１
年
前
、
当
時
の
日
本
獣
医
畜
産
専
門
学

校
は
、
入
学
生
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
学

校
経
営
に
難
渋
さ
れ
教
員
給
与
の
補
填
対
策

で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
も
う
少
し
詳
し
く

述
べ
さ
せ
て
下
さ
い
。
本
学
の
百
年
史
に
よ

る
と
《
武
蔵
境
高
等
学
校
は
日
本
獣
医
畜
産

専
門
学
校
当
時
の
昭
和　

年
に
併
設
さ
れ
、

２３

大
学
昇
格
後
、
ま
た
日
本
医
大
と
合
併
後
も

法
人
の
下
に
併
置
さ
れ
た
。
し
か
し
昭
和　
３１

年
度
か
ら
『
近
接
地
区
の
都
立
高
等
学
校

（
武
蔵
高
等
学
校
）
に
も
定
時
制
が
付
設
さ

れ
、
私
立
学
校
で
あ
る
本
校
へ
の
入
学
志
願

者
が
漸
減
し
た
』
な
ど
の
理
由
に
よ
り
生
徒

の
募
集
を
停
止
し
て
現
在
に
い
た
っ
た
。

　

昨
年
度
か
ら
新
た
に
日
本
衛
生
技
術
専
門

学
校
を
開
設
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
同
一
施

設
内
に
２
つ
の
学
校
が
存
在
す
る
こ
と
に
も

な
る
た
め
、
昭
和　

年
９
月
理
事
会
な
ら
び

４２

に
評
議
員
会
に
お
い
て
、（
１
）
昭
和　

年
４２

９
月　

日
を
も
っ
て
武
蔵
境
高
等
学
校
を
廃

３０

止
す
る
。（
２
）
廃
止
に
伴
い
寄
附
行
為
第

４
条
中
の
「
武
蔵
境
高
等
学
校
」
の
字
句
を

削
除
す
る
。
そ
の
こ
と
を
全
教
員
異
議
な
く

承
認
決
定
し
、
同
年　

月　

日
同
校
の
廃
止

１０

２７

認
可
申
請
書
を
東
京
都
知
事
宛
に
提
出
、
翌

　

年
３
月　

日
付
で
文
部
大
臣
の
認
可
を
得

４３

２７

た
。

　
『
廃
止
の
理
由
』
本
校
は
昭
和　

年
地
域

２３

社
会
の
要
請
に
応
え
、
勤
労
青
少
年
に
広
く

教
育
の
機
会
を
与
え
る
目
的
を
も
っ
て
開
設

し
た
が
、
そ
の
後
、
近
接
地
区
の
都
立
高
等

学
校
に
も
定
時
制
が
付
設
さ
れ
、
私
立
学
校

で
あ
る
本
校
へ
の
入
学
志
願
者
は
漸
減
し
、

昭
和　

年
度
か
ら
募
集
を
停
止
し
現
在
に
至

３１

っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
武
蔵
境
高
等
学
校
の
卒
業
者

は
、
第
１
回
昭
和　

年
３
月
・　

名
、
第
２

２５

８３

回
昭
和　

年
３
月
・　

名
、
第
３
回
昭
和　

２６

６３

２７

年
３
月
・　

名
、
第
４
回
昭
和　

年
３
月
・

６７

２８

　

名
、
第
５
回
昭
和　

年
３
月
・　

名
、
第

４７

２９

３５

６
回
昭
和　

年
３
月
・　

名
、
第
７
回
昭
和

３０

３７

　

年
３
月
・　

名
、
第
８
回
昭
和　

年
３

３１

２２

３２

月
・　

名
の
合
計
３
７
８
名
で
あ
っ
た
。
な

２４

お
、
昭
和　

年
３
月
現
在
の
残
留
者
６
名
に

３２

つ
い
て
は
都
立
武
蔵
高
等
学
校
の
定
時
制
に

編
入
さ
せ
た
。》（
原
文
の
ま
ま
）

　

以
上
の
記
録
が
百
年
史
に
残
っ
て
い
ま

す
。
私
は
昭
和　

年
４
月
の
学
士
入
学
で
す

３２

が
、
本
館
入
口
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
『
日
本

獣
医
畜
産
大
学
』
と
『
武
蔵
境
高
等
学
校
』

の
標
札
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
境
高
等
学
校
最
終
年
度
の
卒
業
生
も

年
令
は　

才
近
く
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
。

８０

な
ん
と
か
１
人
で
も
探
し
て
当
時
の
様
子
を

伺
い
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

獣
医
畜
産
専
門
学
校
は
昭
和　

年
に
新
教

２４

育
制
度
の
日
本
獣
医
畜
産
大
学
と
し
て
新
発

足
、
平
成　

年
に
は
日
本
獣
医
生
命
科
学
大

１８

学
と
大
学
名
を
変
更
し
、
２
学
部
４
学
科
、

学
生
定
員
１
、
６
０
０
名
の
複
合
大
学
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
の
昭
和　

年
に
合
併
し
た
学
校
法

２７

人
日
本
医
科
大
学
の
支
援
を
受
け
、
大
学
の

形
は
大
き
く
変
り
、
幸
い
学
生
も
順
調
に
育

ち
、
愛
校
心
に
溢
れ
（
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２

０
１
３
・
第
１
位
）、
就
職
力
、
国
家
試
験

合
格
力
な
ど
も
強
化
さ
れ
、
教
職
員
の
生
産

性
も
向
上
ま
し
た
。
課
題
は
『
大
学
の
品

格
』
を
如
何
に
創
る
か
、
残
さ
れ
た
期
間
に

お
け
る
私
の
使
命
と
考
え
て
い
る
次
第
で

す
。

　

な
お
、
明
春
か
ら
日
本
医
科
大
学
医
学
部

基
礎
医
科
学
課
程
１
１
４
名
が
武
蔵
境
キ
ャ

ン
パ
ス
に
合
流
し
ま
す
。
獣
医
学
部
、
応
用

生
命
科
学
部
、
医
学
部
（
１
年
生
）
が
共
に

学
び
、
清
冽
で
和
や
か
な
武
蔵
境
キ
ャ
ン
パ

ス
の
構
築
を
、
教
職
員
、
学
生
、
父
母
会
、

同
窓
会
そ
し
て
日
本
医
大
の
皆
様
と
協
力
し

て
創
り
上
げ
、
発
展
さ
せ
た
い
と
念
願
し
て

止
み
ま
せ
ん
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
御
支

援
下
さ
い
。


